
豊田市立根川小学校で防災講座を行いました
令和６年７月１日（月）、豊田市立根川小学校で５年生６９名に防災講座を行いました。令和４年に創立１５０周年を迎えた

歴史のある学校で、学校の近くには矢作川が流れています。

講座では、豊田市でも被害のあった伊勢湾台風や昭和４７年７月豪雨災害、東海豪雨などを学習し、浸水疑似体験映像の視聴

を行いました。映像視聴中は、「まだ避難しなくても大丈夫」と避難をためらう主人公に対し、「早く避難して！」といった声

があがるなど、早期避難への意識が高いことがわかりました。

高潮や堤防決壊の実験では「手伝ってくれる人」と声をかけると、ほぼ全員の手が挙がるほど元気いっぱいの学年でした。ま

た、ペットボトルで雲や竜巻を作る防災科学実験は、楽しいという声が多くあがり、友人同士和気あいあいと学んでいました。

５年生は、これから授業で防災を学んでいくそうで、先生からは、楽しい授業で勉強になりましたとの感想も頂きました。

今回の講座が、児童たちの防災意識向上に繋がり、水害から大切な命を守ることが出来るようになって頂けることを期待して

います。
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